
基本方針  
６　“安全・安心”のまち
01　防災対策の推進
02　防犯対策の推進
03　交通安全対策の推進

防犯・防火診断

交通安全

水防訓練
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○全国各地で多発する集中豪雨による土砂災害をはじめ、東日本大震災を機とした地震や放
射能への備えなど、住民の防災意識は非常に高いものとなっており、災害発生時におけるき
め細かな情報の伝達や避難誘導等の防災対策が緊急かつ重要な課題となっています。
○本町の北西部に位置する茶臼岳は、1963年の小爆発を最後に静穏な状態が続いています
が、2014年の御嶽山の噴火を踏まえ、登山者や観光客を含む住民等への火山防災体制の
確立が必要とされています。
○消防団員等の確保や共助による防災体制の確立が必要となっており、消防団の組織強化や
装備の充実、自主防災体制の組織化が課題となっています。

○災害時における情報伝達手段や防災施設の充実を図ります。（公助）
○防災訓練等を通じ、住民等の防災意識の向上を図ります。（自助）
○自主防災体制の組織化等を図り、共助による防災体制の充実を図ります。（共助）

防災対策の推進 （１） 防災体制の強化（公助）

（２） 防災意識の向上（自助）

（３） 地域防災体制の強化（共助）

01防災対策の推進6　 “安全・安心”のまち
基本方針  

（１） 防災体制の強化（公助）
■ 目標実現に向けて

○必要な情報を住民等に迅速かつ的確に提供するため、防災行政無線の整備や那須町安全
安心メール等インターネット環境を活用した防災情報伝達手段の充実を図ります。
○避難行動要支援者の安全な避難を確保するため、見守りネットワークを中心とした、避難誘
導体制の確立を図ります。

（２） 防災意識の向上（自助）
○防災訓練等を通じた防災意識の向上を図ります。
○災害に適切に対応する能力の基礎を培うため、児童生徒等の発達の段階を考慮した、学校
の教育活動全体を通じた防災教育の充実を図ります。



ROYAL  RESORT  NASU

101

１
２
３
４
５

８
７
６

資
料
編

序　
論

第
Ⅱ
部 

基
本
計
画

第
Ⅰ
部 

基
本
構
想
１
２
３
４
５

６

１
２
３
４
５

（３） 地域防災体制の強化（共助）
○消防団員や婦人防火クラブの人員確保を図るとともに、消防団施設や装備等を計画的に
整備・更新を図ります。
○地域防災体制の充実のため、自主防災体制の組織化を図るとともに、消火栓や防火水槽
等の地域防災施設を計画的に整備します。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度

＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・防災体制強化事業　【継続】

主　体 取り組み内容

行　政

町　民
事業者

・防災情報伝達手段の充実を図る。
・避難行動要支援者の安全避難を確保するため、見守りネットワー
クを中心とした、避難誘導体制の充実を図る。
・防災訓練等を通じた防災意識の向上を図る。
・学校の教育活動全体を通じた防災教育の充実を図る。
・消防団員や婦人防火クラブの人員確保を図るとともに、消防団施
設や装備等を計画的に整備・更新を図る。
・地域における消防防災体制の充実のため消火栓や防火水槽等を計
画的に整備する。
・一人ひとりが防災意識を持ち、最悪の事態に備える。
・消防団や婦人防火クラブの活動に協力するとともに、自主防災組織
を立ち上げ、共助による防災体制の組織化を図る。

那須町安全安心メール登録者数
防災訓練等開催数
自主防災組織数

単位
人
回
団体

　　　　1,200
3
1

　　　　　　　　10,000
4
90
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○近年の傾向として、悪質商法による被害者が増加しており、特に高齢者が犯罪に巻き込ま
れないような体制づくりが急務となっています。
○犯罪は未然に防ぐことが大切であることから、情報の提供や、家庭、地域、学校、警察、行政
が連携し、地域ぐるみの犯罪防止体制の整備が必要となっています。

○町民等が安心して暮らせるよう、防犯対策の充実に努めます。

防犯対策の推進 （１） 生活安全対策の充実

02防犯対策の推進6　 “安全・安心”のまち
基本方針  

（１） 生活安全対策の充実
■ 目標実現に向けて

○犯罪のないまちづくりを推進するため、地域、職場、各種関係団体の相互協力を強化し、地
域ぐるみの犯罪防犯体制を整備します。
○「社会を明るくする運動」をはじめとする犯罪予防運動や防犯に関する普及啓発活動を実
施し、自主防犯活動の推進や青少年の非行防止活動等に努めます。
○犯罪発生状況の情報提供をはじめ、防犯灯の設置や防犯カメラ等の整備を推進し、犯罪を
未然に防ぐ環境を整備します。

〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・防犯対策事業　【継続】

刑法犯認知件数
単位
件 　　182　　　　　　　　0
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＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝
主　体 取り組み内容

行　政

町　民
事業者

・地域ぐるみの防犯体制を整備する。
・「社会を明るくする運動」をはじめとする犯罪予防運動や、防犯に
関する普及啓発活動を実施し、自主防犯活動の推進や青少年の非
行防止活動等に努める。
・犯罪発生状況の情報提供をはじめ、防犯灯の設置、防犯カメラ等
の整備を推進し、犯罪を未然に防ぐ体制を整備する。

・犯罪の発生状況や傾向を理解し、常に「犯罪に巻き込まれない」と
いう意識を持ち、犯罪に遭わないよう努める。
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■ 目指すべき方向
＝計画目標＝

＝施策の内容＝

■ 計画の背景
○子どもが事故にあう確率は、他の年齢層に比べると非常に高く、大人と違い視野が低く狭
いため、飛び出し等による事故が発生しています。
○高齢化社会の進展に伴い、高齢者が関わる交通事故の割合が高い状況となっており、交通
安全対策が重要な課題となっています。

○町民の交通安全におけるモラルやマナーの向上を図るため、交通安全教育や啓発活動を推
進します。
○通学路や危険個所に交通安全施設を整備し、安全な道路交通環境の向上に努めます。

交通安全対策の推進 （１） 交通安全教育・啓発活動の推進

（２） 交通安全施設の整備

03交通安全対策の推進6　 “安全・安心”のまち
基本方針  

（１） 交通安全教育・啓発活動の推進
■ 目標実現に向けて

○子どもや高齢者自身の交通安全意識の高揚と他の世代の保護意識の醸成を図るため、交
通安全教育や啓発活動を実施します。
○登校時の安全を確保するため、危険個所に交通指導員の配置を推進し、交通安全の強化を
図ります。
○幼児（保護者を含む）や高齢者に対する交通安全教育を推進します。

（２） 交通安全施設の整備
○通学路や危険個所にカーブミラー、看板、歩車道表示、信号機などを設置し、安心して通行
できる道路交通環境の整備に努め、交通事故を未然に防止します。
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〈施策に関連する成果指標〉
■ 数値目標

成果指標名 基準値/H26年度 目標値/H32年度

＝施策の実現に向けた行政と町民の役割分担＝

＝施策の実現に向けた主要事業＝
・交通安全啓発事業　【継続】
・交通安全施設整備事業　【継続】

主　体 取り組み内容

行　政

町　民
事業者

・町民の交通安全に対する意識を高めるため、交通安全教育や啓発
活動を実施する。
・登校時の安全を確保するため、危険個所に交通指導員の配置を推
進し、交通安全の強化を図る。
・幼児（保護者を含む）や高齢者に対する交通安全教育を推進す
る。
・通学路や危険個所にカーブミラー、看板、歩車道表示、信号機など
を設置し、交通安全施設の整備を推進する。
・子どもや高齢者の行動特性（運動能力、運転特性）等を理解して、
運転中、子どもや高齢者を見かけたら、減速、徐行、一時停止する
など思いやりのある運転を心掛け、地域ぐるみで保護意識の醸成
に努める。
・交通事故に遭いそうな危険な歩行者や自転車利用者を見たら、１１
０番通報するなど適切な保護・誘導活動等を行い、被害を未然に
防止する。
・「子どもや高齢者に優しい３Ｓ運動(※)」の実行に努め、子どもや高
齢者等に対する「思いやりのある運転」を励行する。
※３Ｓ運動とは、SEE(見る・発見する)・SLOW(減速する）・STOP(止
まる)の頭文字で、運転者や自転車利用者に対して呼びかけ、運転
者自身の交通安全意識を高めていく運動。

交通事故件数
死亡事故件数

単位
件
件

　　　　72
2
　　　　　　　0

0




